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取り組み・ES編

お客さまに価値を提供する上で、そして会社として成長し続ける上で最も大事
なのが人材です。ES（Employee Success）  の「S」 はサティスファクション
ではなくサクセスを意味します。社員がやりがいを感じ、成長と成功を実感
できるような制度やしくみを整え、一人ひとりが思い描く成功へと導いていき
ます。

社員一人ひとりの「働きやすさ」
「働きがい」を高めるために

ES



人材の価値をより高めるESの柱
ES本部の活動は、近年注目されている人的資本経営とも通じています。クラウドサービスを提供するさくら
インターネットはソフトウエア中心の事業者であり、まさに社員が当社の価値の最大化を担っているからで
す。人事戦略の全体像とそれを具体化した5つの柱についてご紹介します。

人事戦略の全体像 人事戦略の全体像の策定にあたって
―当社が大切にしていること―

お客さまの「やりたいこと」を「できる」に変え、サステナブルな企
業経営を実現するために、社員の能力発揮を後押しする学びと
実践のサイクル、多様な人材が集い挑戦する機会の提供、安心
して長く活躍できる基盤づくりを通して、社員一人ひとりの成長
と成功(Employee Success)を実現し、社会やお客さまへの価
値提供の源泉である人材の価値をより高めていきます。

ESとCSが両輪で回るということ

社員の成功を導き、お客さまの成功を導き、連鎖をつくっていく
ための人事戦略の全体像です。連鎖をつくり、ESとCSが両輪で
回るからこそ、お客さまの「やりたいこと」を「できる」に変えるこ
とができ、サステナブルな企業経営が実現していきます。

人事戦略の全体像は、社内で何度もディスカッションを重ねて
決定しました。決定までのプロセスの中、役員の間で満場一致
した会社としての意思があります。それが「持続可能な会社に
していく」ということです。会社として今利益を生み出すことは
重要であるものの、それだけを考えるのではなく、次世代に続
いていく会社をつくっていくことを重視し、それを実現する5つ
の柱をつくっています。
持続可能な会社であるために必要なことは、まず、お客さまへ価
値を提供し続けること、そして、社会から認知され続けることで
す。当社では社員一人ひとりが当社の資本であり、成長や成功
こそが事業やお客さまへの価値提供の源泉であると考えます。

人材の成長と成功を導く

人材育成と学び合う文化づくり01

心と体の健康02

多様な人材の活躍促進03

フレキシブルな働き方05

チャレンジとリーダーシップに
よって新しい価値を育む文化づくり04

「5つの柱」
人事戦略の全体像を実現するため、

5つの柱を定めています。

ES部　部長　矢部 真理子

ともに
成長する

社員の成功 お客さまの成功
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多様な人材の活躍促進03
すべての社員が多様な個性を持つダイバーシティの一員
であることを前提に、社員一人ひとりの個性や成長する意
欲と、個々の能力を最大限に発揮できる文化づくりに取り
組みます。

当社の多様性の定義は、性別、地域、国籍などの属性の多様性に加え、
個性や価値観やキャリアなど、あらゆる多様性を意味しています。社員そ
れぞれが「多様性」を構成すると考え、その属性や個性を最大限に生かす
ことがより高い社会への価値創出につながると考えます。挑戦する一人
ひとりの個性を互いに受け入れ、尊重し、個性に価値を見つけ、機会の提
供の公平性を追求し、組織として生かし合うことを指しています。

人材の成長と成功を
導く「5つの柱」
人事戦略の全体像を実現する5つの柱をご紹介します。

お客さまに価値を提供し続け、持続可能な会社へ

人材育成と学び合う文化づくり01

心と体の健康02

社内外でデジタルリテラシーに関する学びの場を提供す
るとともに、学びを生かす機会の提供、学び合う文化づく
りに取り組みます。

安全と衛生、健康推進および心と体を大切にする組織的な
文化づくりを通し、ウェルビーイング経営を実現し、社員と
会社の持続的な成長と成功につなげることを目指します。

当社のビジョンは「やりたいこと」を「できる」に変えるです。「できる」に
変えるためには、教育と得た知識やスキルを生かす機会や環境が重要
です。また、デジタルリテラシーについては経済産業省が定義してい
る、IT技術だけではなくお客さまに価値提供をするためのスキルを指し
ていて、ビジネススキルや企画、プロジェクトマネジメントなども含まれ
ています。

人がやりがいを感じたり、成長に向かうためには、心と体が健やかであ
ることが前提です。それは、例えれば「足が痛ければ速く走れと言われ
ても走れない」のと一緒。すべての活動の土台になるのが、健康な心と
体だと考えています。当社では、最終目標を社員が幸福を感じられる状
態（ウェルビーイング経営）とし、そのための土台づくりとして、社員の
健康推進をしていきます。

社会全体でDX推進が一層求められていることを背景に、社員全
員が一定の技術スキルを習得できるようつくられた研修制度で
す。バックオフィス業務をしている社員など、エンジニア以外の社
員がプログラミングやITインフラなど技術に関する専用の研修
を受講しています。「働きがい」を高めていくためのキャリア形成
を支援する制度「さぶりこキャリア」の制度の一つになっています。

DX人材を育成する社内研修「DX Journey」

チャレンジとリーダーシップに
よって新しい価値を育む文化づくり04

社員がリーダーシップを発揮し、事業創造や新規事業にチ
ャレンジ。多様な人材がコラボレーションし、自由な発想で
新たなチャレンジができる機会と環境の創出を通じて、お
客さまへの新たな価値提供につなげていきます。

当社は学生ベンチャーとして生まれた企業です。今でもスタートアップ
精神が文化として社内に根付いており、企業文化そのものは模倣困難
で競争優位の源泉であるといえます。事業創造や新規事業の創出は新
たにお客さまに価値提供ができるということ。そのためのしくみや文化
づくりを行っていくことで、チャレンジ、行動を起こす人を称賛する会社
にしていきます。
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フレキシブルな働き方05
会社が「働きやすい」環境を提供し、その中で社員個人が

「働きがい」を追求できることを理想として、働き方の多様性
を尊重するさまざまな取り組みを行います。

会社に縛られず広いキャリアを形成しながら、プライベートも充実させ、
その両方で得た知識・経験を共創につなげることを目指しています。リ
モートワーク前提の働き方に舵を切り、働き方の制度を充実させ、さら
に働きやすい環境を整えます。

働きがいと働きやすさを実現する制度を「さぶりこ」（Sakura 
Business and Life Co-Creation）と称しています。「さぶりこ」の
各制度は併用も可能で、例えば「ショート30」と「フレックス」と合わ
せれば、7:00～15:30（早い時間）、12:00～20:30（遅い時間）と
なり、業務前後の私用や、保育園の送り迎えなどの都合に合わせ
た勤務時間の調整が可能です。社員の活用頻度を見ながら内容
を見直し、更新することでより使いやすい制度にしています。

さぶりこ

業務を早く片付けたら、定時30分前に退社OK
効率的に働き、早々に業務を完了すれば定時（9:30～18:30）の30分
前に退社することができます。これによって、例えば外部のセミナーな
どで早く会社を出たいといったケースでも、フレキシブルに退社するこ
とができます。（早く退社することによる給与の減額は発生しません）

セミナーの参加などに「ショート30」
社員間コミュニケーションの活性化を支援
社員同士のコミュニケーションの活性化を目的としたイベント（業務外）
を開催する場合、費用の一部を会社が負担します。スポーツ、ゲームな
ど、活動内容に制約はありません。工作教室からランチ会まで、さまざ
まなイベントが開催されています。

スポーツからゲームまで「グループコネクト」

その日の勤務時間を、10分単位でスライド調整
コアタイムである12:00～16:00を中心に、勤務時間を10分単位で前
後にスライドすることができます（最も早い時間が7:00～16:00、最も
遅い時間が12:00～21:00）。育児や介護、通院などの理由だけでな
く、私用でも気軽に利用できます。

プライベートでの利用もOK「フレックス」

心身のリフレッシュを目的とした休暇制度
年間休日125日の有給休暇とは別に、毎年度3日のバカンス休暇（正
社員）、家族の誕生日などに利用できる記念日休暇（正社員）、結婚・
出産の際の特別有給休暇（正社員）などさまざまな休暇制度がありま
す。有給休暇取得を奨励するために、2日以上連続で有給休暇を取得し
た場合、1日につき5,000円の連続有給手当を支給しています（1年度に
つき最大10日まで取得可能）。

有給休暇とは別で取得「リフレッシュ」

20時間分の残業手当を先払い支給
業務効率の向上と早めの退社を目的とし、正社員について、20時間分の
残業手当を先払いで支給します。ほとんどの社員が月間残業時間が20時
間以内なので、実際の残業時間よりも多く残業手当が支給されることにな
ります。残業が20時間を超過した場合、超過分は1分単位で支給されます。

モチベーションを高める「タイムマネジメント」

産休・育休・出生時育休明けにもフレキシブルな時短勤務制度を用意
保育園・幼稚園の送り迎えなどの都合に合わせ、柔軟に時短勤務を行
うことができます。女性社員だけでなく、育児中の男性社員も利用可
能です。在宅勤務、時短勤務と合わせて、産休・育休・出生時育休明け
でも無理なく復帰できます。

保育園の送り迎えなどに「ファミリータイム」

その他の重点施策
キャリアの多様性にフォーカス「キャリア相談窓口」
個性の多様性にフォーカス「チームビルディング」
社員全体のITスキルを底上げ「DX Journey」 
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データで見る
さくら
さくらインターネットでは、
社員の男女比率、中途採用比率、
福利厚生の利用率、産休・
育休後の復帰率、などさまざまな
データを発表しています。

育休を希望するすべての社員が
取得できるように

男性の育児休業取得促進を目的とした、「産後
パパ育休（出生時育児休業）」制度が2022年
10月から、厚生労働省より施行されました。国
からのさらなる後押しになる一方、当社では以
前から男性の育休取得は定着しており、管理職
から一般社員まで幅広く制度を活用していま
す。当社の育休取得者の割合は2022年度は
63.6％。これは全国平均が14.0％であること
に対して大幅に高い割合となっています。
当社では上司や管理部門から積極的に声がけ
をしなくても、子どもが生まれたら自主的に育
休取得を申し出ることができる風土が醸成され
ています。また、職場復帰率も100％となってい
ます。

育休取得率 
（男性）

63.6%

男女比率 中途採用比率

76.7%

23.3%

全体的に男性が多い職場ですが、事務（管理・バックオフィス）
では女性の割合が大きいです。女性管理職や、女性エンジニア
として活躍している社員もおります。

※数値は2023年3月末現在のものです

男性 女性

79.4% 45.8%

2021年度2020年度 2022年度

86.6%

残業時間

月間平均

有給消化率

リモートワーク実施率フレックスの利用率

79.4%8時間57分

その日の勤務時間を、10分単位でスライド可能
自宅・カフェ・コワーキングスペースなど、

都合に合った場所での勤務が可能

62.2% 89.9%

当社には2023年3月現在、単体590名、連結755名の
社員が在籍しています。社員の半数以上がエンジニアで
あり、またエンジニア出身の営業、サポートなども多いこと
から全体的に男性が多い職場になっていますが、エンジニ
ア、管理職として活躍する女性もおります。採用は当社が
力を入れていることの一つで、新卒だけではなく中途採用
も多く行い、幅広い知識や技術を持った人材が活躍できる
環境を整えています。残業時間は月間平均8時間57分

（2022年度）、2022年度の情報通信業における平均とな
る15.7時間（出典：令和4年 毎月勤労統計調査）より少なく
なっています。年次有給休暇の消化率は79.4％（2022年
度）となっており、全国平均の58.3％（出典：令和4年就労
条件総合調査の概況）より多い消化率を実現しています。
社員の平均年齢は39.55歳となっています。当社では年功
序列制は採用せず、正社員として長く働ける仕組みを整
え、10代～50代まで幅広い年齢層の社員が、それぞれの

「やりたいこと」を「できる」に変えながら働いています。
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インターネットのྗで
๛͔な社会Λつくる

取り૊Έ・$4ฤ
お客さまが๬む成ޭとはԿかʁビジネスの規模や個人、法人を໰Θ
ͣ、それͧれがඳく「成ޭ」の実現をインターネットの力でサポート。
お客さまと対໘で՝୊やເを࢕うことをはじめ、୭でも࢖いやすい
らしたカスタマーサポートの充実、自社のサービスのັ力ڽ෉を޻
を఻えるษڧ会、交ྲྀ会なども実施。お客さまの理ղに೤ҙを࣋
ち、ともに成長していきます。

$4



「さくらで良かった」を
実現するCSの取り組み

さくらインターネットは小さなレンタルサーバー事業からスタートし、業務を拡大し
てきました。その成長の過程でお客さまと直接やり取りを行い、ご提案などのニー
ズがでてきたことで、顧客の成功を支えるCS本部が設立されています。この成り立
ちは、営業を行う上で多くの強みや特長となっています。

ESとCSが両輪で回るということ 長いお付き合いを
大切にした方針に転換

お客さまのビジネスの規模、形態を問わず、営業担当からのご
提案、自社での開発、運用、サポートなどオールインワンだからで
きるアプローチで、お客さまそれぞれが描く成功をサポートして
いきます。その成功を実感できる環境や働きやすさをESでつく
ることで、社員はモチベーションを高く持ちながら業務にあたりま
す。ESとCSが両輪で回るからこそ、さらなる成功が生まれます。

近年、当社が大切にしていることは、目先だけではなく、長い時
間をかけてお客さまと深くお付き合いすることです。サーバーの
ご利用が少数でも多数でも、お客さまが得られるバリューは同じ
であるべきだという考えのもと、単なる売上規模ではなく、当社
のサービスを気に入って長く利用してくださるよう目指していま
す。LTV（Life Time Value／顧客生涯価値）にこだわり、お客さま
との接点が始まってからその後により多く、長く価値を提供する
ことに重点を置いています。
当社の場合、初めてブログ開設のために当社のサービスをご利
用いただいたお客さまが、1年～3年程度で自由にプログラミン

グ言語やツールを設定するために仮想専用サービスへ移行、5年
～10年程度で大規模システムを扱っている可能性もあります。
当社は「さくらのレンタルサーバ」「さくらのVPS」「さくらのクラウ
ド」などのサービスでそのすべてのステージに対応しています。
ビジネスの規模が大きくなり、例えばサーバーのご利用が多くな
ればその分システムが複雑になるので、直接的なサポートやご提
案、フォローが必要となり、それをCS本部が担います。一方、ビジ
ネスの規模が小さい場合は、いつでも気軽に正確なサポートにア
クセスできることが大切なので充実したカスタマーサポートで対
応します。
全国規模でDX推進やデジタル化が行われ、クラウドサービスが
中心となっている近年、特にこうしてお客さまを支えながら一緒
に成長していくことを大切にする方向へ転換しました。

個人から法人まで挑戦する
すべての人たちを応援
誰でも簡単にホームページやブログがつくれるレンタルサー
バー。このサービスが当社の原点です。そこからサービスの

種類も増え、現在、約49万件以上をご利用いただいており、
困ったことがあれば誰でもいつでも早く解決できるようにサ
ポートの工夫を重ねています。一方、長年サービスをご利用い
ただく中で、会社の成長とともに当社の複数のサービスを組み
合わせるといった需要が出てきたお客さまもいます。
もともと営業に特化した部門のなかった当社ですが、お客さまの

「やりたいこと」を伺い直接やり取りを行いながら実現させてい
くうちに、対応できる部門が必要になりました。それがCS本部
です。エンジニア部門から異動してきた社員も多いことから、技
術に明るく、かつ技術が好きだからこそ積極的に最新の情報を
得ながらお客さまにご提案を行い成長してきました。また、現在
はそうした風土を残しながらも現役のエンジニアが営業担当者
とともにお客さまの元に伺い、直接打ち合わせができる体制を
築いています。サービスを利用していただく中、お客さまに課題
がでてきたり、サービスに対するご要望がでてきても、エンジニ
アが直接会話し、対策を検討してスピード感を持って解決に向
かうことができています。
技術の最前線を行くお客さまへも「やりたいこと」は何か？に対
する本質的な答えを導き、満足していただけるご提案を行いな
がらサービス提供を行えることや、事業の規模を問わず、どんな
お客さまにも対応できるのは当社の強みです。挑戦しているす
べての人たちを応援したい、その思いでお客さまへ貢献してい
きます。

ともに
成長する

社員の成功 お客さまの成功
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お客さまとともに
ビジョンを熱く語る

お客さまの成功を
ステップで支える

お客さまの理解には特に熱意を持ってあたっています。営業担
当者一人ひとりがお客さまと密接なコミュニケーションを取っ
てしっかり関係を築いています。
機能的な要望を直接頂いた場合は、当社のエンジニアと一緒
に対策を検討してすぐに対応することをはじめ、課題があれ
ば、背景から伺って掘り下げていきます。対策の仮説を立てな
がら会話をしていると、お客さまが思うことと違う部分に本質
的な解決策が見えてくる場合もあり、そこから一気に課題解決
につながることもあります。
お客さまとは日常の困りごとを解決しながら、そして、両社の
ビジョンをフラットに語りながら、どのようにお客さまのビジョン

ブログやホームページ開設でサービスをご利用いただく場合は、
お客さま自身で使い方を調べることが多いので、早く正しい解決
を導くサポートを行います。複雑なシステムを扱うお客さまへは
個別でご相談に乗ることも。どちらも得られるバリューは同じで
あると考えています。

を実現していくか、当社がどのように力になれるか考えていま
す。時には両社のことだけではなく、社会に対する課題や思い、
実現したい世の中を想像しながら、ともに未来を描いています。
こうしたお客さまへのご提案の一助となっているのが、開発か
らサポートまでオールインワンの体制になっていることです。
当社では、サービスの開発、運用、研究、営業部門まで自社で
すべて行っています。お客さまからのご要望は蓄積し、部門
間の連携を高めてもっとお客さまに寄り添える動き方や、よ
り良いサービスの開発が可能となっています。
また、オールインワンの体制だからこそ、お客さまのサービスが
急成長するときに、後手に回らないでコミュニケーションを
取って次の計画や課題を知り、何ができるか検討しながらカ
スタマーサクセスへ導くことが可能になっています。
当社はお客さまの窓口となる営業担当だけでなく、各部門と
一つのチームになって、お客さまの「やりたいこと」を「できる」
に変えていきます。

法人、個人問わず多くのお客さまに当社のサー
ビスをご検討いただく中で、インターネットに対
するリテラシーも幅が広く、個々に合った必要な
サポートを行えるよう工夫しています。お客さま
が求める当社のサービスの活用方法などの事
例コンテンツを充実させてWebサイトでご紹介
したり、メールからのお問い合わせで不明な点
があれば、ハンズオンなどのサポートを行ってい
ます。最終的に問題解決をするところまで導くよ
うな営業をグループ全体で行っている点は、当
社らしいお客さまへの考え方、そして特長です。
また、当社としてご提案できる幅は非常に広く、
お客さまが一番必要とするときにそのベストな
ご提案ができるという体制が整っていることと、
それを支えるエンジニアがいるということは最
大の強みだと思っています。

当社ならではの強み

CS本部　営業部　部長　矢澤 正人

さくらのクラウド

さくらのVPS

さくらのレンタルサーバ

インターネット上で多彩なインフラ構成を実現できる
パブリッククラウドサービス。近年法人のご利用が特
に増えています。

レンタルサーバーの手軽さとクラウドの拡張性を併せ
持つ仮想サーバーサービス。近年特にご利用が増え
ています。

安定性とパフォーマンスで選ばれ続けて20年超、DXを
支えるホスティングサービス。当社創業時からのサービ
スであり、個人から法人まで現在も多くの方々にご利
用いただいています。

導入事例のご案内：「さくらのレポート」ではお客さまへ実際のサービス
のご利用について伺っています。併せてご覧ください（P34～P40）。
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サービスの魅力を伝え、
お客さまと交流を深める勉強会

「さくらのクラウド」をはじめ当社のサービスの魅力を伝えるエンジニア向け勉強会や、
お客さまとさくらインターネットの社員がともに学び、
交流を深める勉強会を開催しています。
どちらも、お客さまの成功をサポートすべく行っています。

お客さまのもとで直接行う勉強会

当社のサービスをもっと知っていただくために、社員が勉強会のカリキュラムを組み、
お客さまのもとへ講師として伺い、直接お客さまに情報や技術を提供しています。
この取り組みは、当社のサービスの導入を検討されている段階から導入後まで、
ご希望次第でどちらも開催しています。導入前であれば導入決定の後押しに、導
入後であれば現場のエンジニアの技術向上につながります。勉強会は2022年の
上半期だけで30回以上実施しました。また、勉強会の様子は当社のYoutube
チャンネルで公開しています。
当社のサービスを全国のITインフラを扱うエンジニアの方々へ普及させる活動の
一環となっています。

歴史あるお客さまとの交流会 オフライン、オンラインで交流を深める

サービスの直接的な普及よりも、お客さま同士や当社の社員の交流や学びを目的
として、当社では長年ユーザーイベントを行っています。以前は東京都、大阪府の
当社の拠点がある場所を中心にスペースをレンタルしたり、社内の一角で開催し
たりしていました。
クリスマスシーズンには現在も行う「さくらの聖夜」というクリスマスイベントを開
催。当社の20周年記念のときには、会場にクリスマスケーキを用意し、代表の田
中がケーキをカットしてお客さまにお配りしました。

・オンプレミス※1やハウジング※2利用の方に向けた「クラウドとは何か？」
という基礎的な勉強会
・クラウドサービスを導入した後、その会社に合ったエンジニアの工数を
減らす方法
・複数回で構成されており、全て受講すると基本的なWebアプリケーション
基盤を構築できるようになる勉強会

実施例

※1　サーバーなどをお客さま施設内で管理運用すること
※2　お客さまのサーバーやネットワーク機器を当社データセンター内ラックで運用すること

近年、新たにコンセプトを「お客さまの課題を共有し、出会いと視野を広げ、ともに
成長する」と定め、オンラインの勉強会も開催しています。「さくらの夕べオンライ
ン」はコロナ禍以前に行っていた交流会「さくらの夕べ」をオンラインで行うもので
す。その他、「Webサービス開発者の会」ではWebサービスを開発（主に個人開発）
したいと思っている方々が集い、情報交換を行っています。長年続く当社のお客さ
まとの交流イベントは、今後も積極的に開催していきます。
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カスタマーサポートはお客さまが当社のサービスをスムーズに利用
していただく上で、とても大切な役割を果たしています。
さくらインターネットのカスタマーサポートの強みは、
すべてのサービスを自社で開発・運用まで行うことで、
使い方の解説だけでなく、お客さまの声を分析し、
スピード感を持ってサービスを向上できる点です。365日24時間、
どのタイミングでもお客さまの「困った」を解決し、

「やりたいこと」を「できる」に変えるサポートを行います。

誰もが見やすい、
使いやすい、
分かりやすい
カスタマーサポート

当社のサービスを利用するすべてのお客さまが利用しやすい
ようにサポートコンテンツを定期的に見直し、拡充しています。
よくある質問をまとめて表示することで、お客さまからお問い
合わせいただくことなく、ご自身で問題を解決していけるコン
テンツを充実させていくのはもちろん、どんな疑問でも解決で
きるような当社からコールバックする対話型サポートも実施。
人と人のつながりを重視して、顔の見えるサポートを行うことで
お客さまの疑問を解決しながら、深い理解にも努めています。
また、定期的に顧客満足度調査やサポートを利用した方を
対象にアンケートも実施。フィードバックを得てサポートの改
善を自社内で行っています。

多様化するお客さまに
合わせたサポート体制

カスタマーサポートチームには、日ごろからお客
さまと連絡をとっているメンバー以外にも、デー
タセンターのメンバーなども在籍しています。お
客さまの声を元にさまざまな視点からの解決策
が飛び交い、多角的な視点を重視しながら、自
社サービスのブラッシュアップを重ねることがで
きています。

担当者の声

カスタマーセンターの公式キャラクター 「まりな」

インターネットを扱いなれた方から初心者の方まで、多くの
ユーザーにとっての「使いやすい」を追求しているのが当社
のカスタマーサポートです。

各サポートについて

さくらのユーザーフィードバック

さくらのサービスや機能について、ご意見・ご要望をお寄
せいただく掲示板です。

さくらのサポート情報

サービスの利用マニュアルやFAQ、お問い合わせ窓口に
ついてご案内しています。

カスタマーサポートまりな Twitter

カスタマーセンターの公式キャラクターまりなが、
サービスに関する情報を発信するTwitterアカウントです。

カスタマーサポートまりな YouTube

カスタマーセンターの公式キャラクターまりなが、よくいただく質
問やサービスのマニュアルを動画で紹介しています。
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͔֬な඼࣭ͱ҆શੑΛ౔୆に
Ϋラ΢ドϏδネスでඈ༂

取り૊Έ・Ϋラ΢ドฤ
インターネットの品࣭の向上と安全性を高めてクラウドビジネスに
ू中していきます。サービスを日々見௚し、SRE（Site Reliability 
Engineering）ࣨ の開設や社内外の体制をݻڧなものとし、多֯
的に品࣭と安全性を高め、お客さまから信པされる確かな౔୆を
構築。クラウドをੜかした共同開発では新たな領Ҭへも౿みग़し
ていきます。

Ϋラ΢ド



さくらインターネットでは2011年に「さくらのクラウド」をリリースし、10年以上にわたりクラウドサービスをお客さまに
提供してきました。そして、2021年には日本におけるデジタル庁が発足。各政府機関のクラウドサービス利用にあたっては、
原則として、「政府情報システムのためのセキュリティ評価制度」（ISMAP）※のクラウドサービスリストからクラウド
サービスを選択することとなっています。当社の「さくらのクラウド」は、2021年12月にISMAPに登録されました。

「さくらのクラウド」が
政府機関から選ばれるサービスへ
デジタル・ガバメントの実現を目指す

「国産クラウドベンダーの筆頭企業として行
政機関から広く認知され、頼られる企業になる
こと」がわたしたちの目標です。これまでのガ
バメント系システムではオンプレミスや個別で
のカスタマイズがメインだったことから、当社
が提供できる価値が限定的になってしまってい
ました。国がパブリッククラウドの利活用に向
けて取り組むのであれば、わたしたちで支援で
きることは数多くあると考えています。また、市
場全体からの認知度や信頼性を向上させて、
より多くのお客さまに当社のサービスを使って
いただくためのきっかけづくりという観点で、
当社に関わるすべての人にポジティブな影響
を与えていきたいです。

頼られる企業になり、
よりポジティブな影響を
与えていきたい

※　ISMAP（イスマップ）：Information system Security Management and Assessment Program

当社では2022年に「ガバメント推進室」を設立しました。「日
本のデジタル社会の実現に向けて官と民のDXをリードする
クラウドサービスの担い手になること」をミッションとし、国や
地方自治体に対するパブリッククラウド化の支援や、ガバメ
ントクラウド登録に向けた検討、関連するイベントへの参画、

オウンドメディアでの関連記事の執筆や取材対応を通じた外
部への発信など、多岐に渡る活動を行っています。こうした
対外的な活動だけではなく、社内に向けても、国が描くデジ
タル・ガバメント戦略やガバメントクラウドへの知識理解を深
めるための活動、ガバメント領域におけるお客さまのニーズ
のフィードバックを通じて、全社で高いモチベーションを持っ
て取り組む体制づくりを行っています。当社では海外クラウ
ドベンダーと同様の機能開発を行うという視点だけではな
く、「お客さまにとってシンプルで使いやすい」という当社らし
さと、「国が目指すクラウドネイティブ化」の両立に向け、さま
ざまな関係者と議論を深めながら活動していきます。

ガバメントクラウドとは、政府共通のクラウドサービスの利
用環境のことです。現在、政府が決定したガバメントクラウド
の対象となるクラウドサービスは、海外クラウドベンダーの
みとなっています。ガバメントクラウドの採択条件の一つは
ISMAPに登録されていることです。当社では日本のクラウド
事業者として、これまで培ってきた知見を生かし、ガバメント
クラウド採択を目指してまい進します。

政府共通のクラウドサービス
「ガバメントクラウド」を目指す

「ガバメント推進室」を設立

国や地方自治体が
利用するクラウドサービスへ

ISMAPは、政府が国際標準などを踏まえて策定したセキュリティ
基準に基づいて、それぞれの基準が適切に実施されているかを
第三者が監査するプロセスを経て、クラウドサービスとして登録
する制度です。これまで政府では、情報セキュリティや移行リスク
への漠然とした不安、不十分な事実認識などからクラウドサービ
スの利用に前向きではありませんでしたが、「政府情報システム
におけるクラウドサービスの利用に係る基本方針」において「パブ
リッククラウド」の活用を促すような「クラウド・バイ・デフォルト原
則」が示されました。政府ではクラウドの利用にあたり、今後原則
として「ISMAPクラウドサービスリスト」に掲載されたサービスか
ら調達を行うこととなります。また、地方自治体においても、クラウ
ドサービスを選定するにあたり、ISMAPへの登録を参照すること
が増えると考えられます。国や地方自治体から選ばれるクラウド
サービスであることから、特にセキュリティ面では安心して広く
一般企業の皆さまからも選ばれやすいサービスとなりました。

ガバメント推進室　室長　小松 沙羅
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クシブと共同開発したからこそ得た知見と言えます。現在で
はアジャイル開発を活用した当社のプロジェクトも複数動い
ており、開発スタイルの向上にもつながっています。
そして、開発終了後もピクシブとの共同でのサービス運用を
通した交流は続いています。積極的に交流を持ち、情報交換
を続けたからこそ、ImageFlux開発の2年後に「ImageFlux 
Live Streaming」をサービスに加えることができたのです。
当社では共同開発に注力し、他社と積極的に交流を持ちな
がら強固な関係を築き、次なる社会に役立つ、皆さまが面白
いと思う開発へつなげていきます。

共同開発で広がる新たな世界

共同開発を行うにあたり、社員たちが大切にしていることが
あります。それはフラットな関係でお互いを尊重し合うことで
す。オンライン、オフラインに関わらず関係者が意見を気軽
に言い合える雰囲気を整え、一つの物事に協力して取り組む
からこそ、良いサービスが生まれます。当社では初めて共同
開発を行ったときに、現場のエンジニアが体感し、それ以来
互いに尊重することを意識して開発にあたっています。

画像加工やフォーマットの変換といった画像処理にまつわる
コスト削減と、生成した画像を国内サーバーでキャッシュし
高速配信を可能とした「画像変換サーバー」と「キャッシュ
配信」を一気通貫で提供するクラウドサービス

独自のライブ配信サービスを素早
く手軽に構築できる、低遅延かつ
大規模配信を実現するインフラ
運用不要のマネージドサービス

ImageFlux
ImageFlux 
Live Streaming

お互いを尊重し合う環境を構築

当社の既存のサービスとシナジーのあるものについては、積極的に他社と共同開発を検討しています。初めて行ったピク
シブさまとの開発がわたしたち開発担当にとっていい経験となっていて、お互いの技術をプレゼンし合う中、だんだん「こ
れは面白いものができそうだ！」とワクワク感が高まったのを覚えています。また、4か月という短い開発期間は当時のわた
したちにはなかった経験で、2社で強い意志を持って終わらせることができたことが共同開発の自信にもつながりました。
これからも、他社のエンジニアとお互いの「アイデアの種」を語りながら両社の強みを生かし、社会を変えるような、面白く
てお客さまが喜んでくださるサービスをつくっていきます。

開発担当者の声当社で初めて行った共同開発が、イラスト投稿・交流サイト
「pixiv」を運営するピクシブ株式会社（以下、ピクシブ）と
ImageFluxをリリースしたことです。サービスの提供までに
かかった期間は約4か月。一般的な開発よりも、かなりスピー
ド感のあるものでした。これを実現したのは、機能における割
り切りや仕様の変更・追加に強いアジャイル開発。これは最初
から完全体としてリリースするのではなく、必要最小限のもの
を短期間で制作し、継続的に改良を重ねる方法です。当社で
は当時、この手法に対する経験は多くありませんでしたが、ピ

画像変換配信エンジンを共同開発

共同開発はさくらインターネットが力を入れていることの一つです。他社と交流を持ちながら、
お互いの強みを生かして協業することで世の中に役立つサービスを生み出していきます。
ユーザーにとって便利なサービスが開発できることはもちろん、他社との協業により社内のみ
では得られない知見を得るいい機会となり、技術のさらなる向上までも可能です。
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2一貫した自社開発でサービス基盤が安定　 お客さまの声を開発に反映 SRE室を開設し、さらなる信頼性の向上へ31

インターネット上で個人情報や企業の機密情報などを扱うことが普及し、また、リアルな社会と同じく迷惑行為や事件などさまざまな事象が発生するこ
とから、インターネットの安全性や品質の向上は近年特に不可欠とされています。さくらインターネットでは、クラウド事業者として各サービスを日々見
直し、多面的な取り組みを行うことで品質を確保し、向上させています。その裏にはたゆまぬ努力で取り組みにあたる社員の存在があります。

人の知識や技術、熱意が支える、
インターネットの品質の向上と安全性

ISMAPに登録された「さくらのクラウド」の信頼を支える3つの柱

「さくらのクラウド」は「政府情報システムのためのセキュリティ評価制度」（ISMAP）のクラウドサービスリストに登録されています。これにより安全性は評価さ
れ、政府機関はもちろん公共機関や一般企業をはじめ、幅広いお客さまがより安心してサービスを利用いただくことが可能になりました。社員一同自主的に熱
意を持って基本的価値の向上に努めています。

当社はデータセンターを所有し、お客さまに提供するコントロー
ルパネルの開発まで、一貫して自社開発しているのが特長です。
サービス基盤を安定させるために、ハードウエア、ソフトウエア両
面からの調整が重要で、テスト時に詳細な項目を確認しながら状
況に応じた対応ができるように体制を整えています。
ハードウエアは品質向上のために設備の見直しも多く行ってお
り、ソフトウエアは常時改善点を探っています。

当社の営業担当者を介してだけではなく、お客さまの声を直接
聞く機会も設け、フィードバックを得て開発を進めています。ま
た、サービスに対する公式フィードバック用Webサイトを設け、
エンジニアがお客さまの各サービスの機能に対するご要望を確
認しています。

SRE（Site Reliability Engineering）とは、サービスやシステムの運用をよりよくしてい
くための考え方や、その業務にあたるエンジニアのことです。当社では2022年にSRE室
を設けて、サービスのさらなる信頼性の向上に努めています。
SRE室では、「さくらのクラウド」のロードバランサ※1やサーバー監視オプションサービス

「シンプル監視」、DNS※2などの改善、運用を行っています。SRE室に所属するエンジニ
アは共通してコードが書け、プログラミングや設計ができます。また、ドキュメンテーショ
ンが得意、Kubernetes※3を熟知しているなど得意分野があり、それぞれの分野を生か
したチームで業務にあたっています。SRE室は実務を担うだけではなく、社内でもSREの
活動内容を広め、最終的に社員全員がお客さまのSREになり、一人ひとりの存在がお客さ
まのサービス向上につながるようにしたい、という目標を掲げて活動しています。

エンドユーザーが安心してサービスを利用できるために、当社では現場のエンジ
ニアたちが安心して開発にあたれる環境を整えることも重視しています。
トップダウンでサービスを向上させるのではなく、現場のエンジニアが自身の得
意分野を生かし提案できる文化が根付いています。自らの業務がお客さまの役に
立っていることを実感できる環境で、やりがいや成長を感じることが、さらにいい
開発へとつながっています。

開発者体験の向上

※1　サーバーにかかる負荷を平等に振り分けるための装置
※2　インターネット上でドメイン名（ドメインネーム）を管理・運用するためのシステム
※3　コンテナの運用管理と自動化を実現するソフトウエア
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当社では໎࿭行ҝ・不ਖ਼なサイトなどの報告を受ける૭口を設けております。૭口では当社のサービスから行Θれ
たサイバーܸ߈、໎ ࿭メールのૹ信、権利侵害などの、公共における不適当な;るまい（Abuseʗアビューズ）全般
の報告を受け付けており、サービスܖ໿໿׺に基づいて対応しています。

2022年に新たに以Լの3グループで体制を組み、社内のセキュリティ対策関係の管理運用もさらに஫力してい
ます。各छサービスの安全性を整備、確保し、認証の取得にもつな͛ています。

"CVTF΁のରԠ方๏Λݕ౼
担当者は「インターネット上のҧ法な情報への対応に関するガイドライン」「プロバイダ責任制限法 名༪غଛ・プライ
バシー関係ガイドライン」「૞査関係事߲র会対応ガイドライン」などのさま͟まな資ྉを読み込みます。そしてお客さ
まから報告があれ͹当֘の事象がԿにあてはまるか、資ྉをもとに適切な方法をݕ౼して対応します。

認証取得΁׆͚ͨ޲ಈΛ行͏情報ηΩϡϦςΟ౷制
各छセキュリティ認証の取得に向けた活動をしています。「さくらのクラウド」はISMAPに登録され、すべての事業所
およびデータセンターは、情報セキュリティマネジメントの認証基準「JIS Q 27001:2014（ISO/IEC27001:2013）」
を取得しています。また、社内のセキュリティに関する規定をつくり、社員ڭҭを行っています。

関܎লிやಉ業ଞ社ͱの連携
対応や対策にあたり、関係লி、相談૭口、権利者団体、業界団体、日本国内にとどまらないさま͟まなステーク
ϗルダーと、適ٓ適切なコϛュニケーションを取ることも重要です。当社事業を౿まえつつ、かつ؍఺は当社事業
にこだΘらͣ、さま͟まなステークϗルダーと信པ関係を構築することで࠷ળの対応を目指します。 

4",63"�4*35 ʢ4FDVSJUZ *ODJEFOU 3FTQPOTF 5FBNʣ
社内のシステムやネットワークでセキュリティ上の໰୊ 	インシデント
 が発ੜした場合には、ٕ ज़໘からサポート
するとともにその管理を行います。当社ではこのνームにより、万一の場合の対応にあたる体制になっています。
また日ࠒから社内外と連ܞしてセキュリティ関連情報や情勢の೺Ѳ・共有および活用を行い、セキュリティリスク
の௿減に努めています。

ରࡦΛよりڧԽするͨΊに
起こった事象はガイドラインなどの考え方をもとに෼ྨし、数஋化しています。どのような事象の対応が多いか、ඃ害
あるいはリスク、人的負担などの定量෼ੳをࢼみ、কདྷの発ੜを減らす対策につな͛ています。

社һの҆શΛकるコーポレート*5
社員が効率よく、より活動しやすいように、システムのಋೖやύソコン、スマートフΥンのಋೖをݕ౼、実施してい
ます。社内システムはすでに整備されている場合でも、新しいものにߋ新してよりੜ産性にد与できるようにݕ
౼します。

"CVTFରࡦ 情報システム౷ׅ

  現実社会で໰୊が起これ͹࡯ܯやফ防士などが対応しますが、インターネットの場合、ຽؒ事業者の担う範囲が大
きいです。そこで、企業の中にインターネット上の公共の安全を担う担当者がいます。大ม೉しい対応ですが、ここ
がʡ自཯に重きを置いて、上からの統率に委Ͷないʡインターネットらしい部෼だともࢥっています。すべての方にշ
適に自༝にインターネットを利用していただきたく、日々、業務にあたっています。

୲౰ऀの੠
3グループ体制にしたことで߈めの情報システム統括にసじることができたのは、今後の当社にとってかなりプ
ラスになると考えています。お客さまから当社のクラウドサービスをબΜでいただくにあたり、セキュリティは特に
重ࢹされる߲目になるので、Θたしたちも経営戦略にີ઀に関Θる役ׂと自֮し、高いレϕルでの要求を満たす
サービスをしっかり構築、提供できるようにしていきます。

୲౰ऀの੠

社内֎΁͚҆ͨ޲શੑ΁の取り૊Έ
Ϋラ΢ド



次世代につなぐ
環境配慮型データセンター
さくらインターネットは東京都、大阪府、北海道（石狩市）の3か所にデータセンターを設置し、自社運営しています。
クラウド時代が到来した今、環境への配慮は特に重視しており、自然を生かし先端技術を取り入れながら、
サステナブルな運営を推進しています。

東京・大阪間を数多くの大手ISPやIXと接続することで、
ネットワーク障害の発生率を限りなくゼロに近づけ、高い
可用性と圧倒的なトラフィック配信能力を実現しています。

国内最大級の大容量バックボーン

東京・大阪・北海道の各エリア間を100Gbps以上での冗
長構成で接続。スループットをより求められる箇所では、
複数の回線接続による負荷分散を行うことで、高い処理
能力と安定性を実現しています。

安定性のある高速ネットワーク

震度6強の地震にも耐える制震・耐震・免震構造を採用す
るほか、冗長構造の無停電電源装置（UPS）の設置など、
障害時も運用を継続できる構成にしています。

障害時も運用を止めない安全対策

確かな信頼でつながる
全国3つの拠点

東 京・大 阪・北 海 道 石 狩 市 の 3 拠 点 の 各エリア間は
100Gbps以上で相互接続され、対外接続についても、複数
のIX※1や大手ISP※2と接続。約120社のトラフィック交換に
より品質が支えられています。

※1インターネット相互接続ポイントとなる施設
※2インターネットサービスプロバイダー

石狩データセンター 3号棟

クラウド
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೔本࠷大ڃの߫֎ܕσータηンター
࣍なるνϟレンδΛଓ͚ていく৔ॴ
石狩データセンターは、東京ドームの໿1.1倍という޿大な
ෑ地を利用したクラウドコンピューティングに࠷適化された
߫外ܕのデータセンターです。当社のお客さまを支えるとと
もに新しいࢼみを取りೖれるνャレンジの場でもあり、たΏ
みないアップデートを続けています。

΁の഑ྀڥ؀
೥ؒ$0�ഉग़ྔ࣮࣭θϩΛ࣮ݱ
大量の電力をফඅするデータセンターの年ؒCO2ഉग़量実
࣭ゼロへのࢼみは、多くのデータセンターを所有する企業で
行Θれています。当社では2022年に年ؒCO2ഉग़量実࣭
ゼロを実現しています。今後も、年ؒCO2ഉग़量実࣭ゼロを
ҡ࣋することはもちΖΜ、よりڥ؀への配ྀを行うデータセ
ンターの運営を目指します。

ੴङσータηンター

ఱવのྫྷ๪Λ׆༻ɺ
ੈքで΋ߴਫ準΁
石狩データセンターの1・2号౩では、ྫྷ ྋな外ؾをサーバー
ルーム内に取り込む「௚઀外ྫྷؾ๪方式」を、3号౩ではࣨ外
機とۭ調機のؒを॥؀するྫྷഔを外ؾでྫྷやす「ؒ઀外ؾ
ྫྷ๪方式」をಋೖし、一般的な都市ܕデータセンターと比べ
て໿4ׂのফඅ電力を࡟減しました。世界的に見ても࠷高水
準のエネルΪー効率です。

๺ւಓશ域の大ఀిΛ৐り੾る

、録した2018年の北海道୾ৼ東部地਒の際ه大਒度7を࠷
道内全Ҭがఀ電に見෣Θれました。当時の非常用発電機
の備஝೩ྉは一般的なデータセンターと同じく48時ؒ෼。
道内の電力供څの෮چが見込めない中、௥加でඞ要となった
೩ྉの供څを関係各所からご支援いただきながらࡂ害を৐
り切りました。その時ؒは໿60時ؒ。当社では現場のエンジ
ニアと連ܞしながら໰い合Θせ対応や情報発信を行い、νー
ムで運用をҡ࣋しました。この経ݧは、現在のࡂ害対策にੜ
かされています。

石狩データセンター 3号౩　ؒ઀外ྫྷؾ๪の図
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取り組み・DX編

教育や地方創生、デジタル化、スタートアップなど、この10年程度先を見な
がら重点的に取り組んでいる活動があります。さまざまな企業や学生、子ど
もたちと一緒に活動しながら、自社の研究部門でITの未来を研究しながら、
インターネットの力でやりたいことを叶えてもっと自由な未来へ。

デジタル化、DX推進で
日本の今と未来をもっと自由に



スタートアップ支援や
DXで地方創生

真のスタートアップ支援に向けて

スタートアップ支援とともに
地域を盛り上げる

※スタートアップや起業家の支援施設

Photo by Ikunori Yamamoto

スタートアップとして創業し、多くの企業から運営面、資金面でサポー
トをいただき、ここまで成長することができたさくらインターネットで
は、そのご恩を返すべく、現在は後進に対して多方面からの支援に力
を入れて取り組んでいます。また当社はIT企業としては珍しく、東京だ
けに集中しない働き方を実現しています。その土地でスタートアップの
支援やDXをサポートすることで地方創生を行います。

スタートアップが本当に必要な支援を行うために、当社では
スタートアップを支援する施設の運営を行うなど、各社と深
いコミュニケーションができる環境を整えています。その結
果、社員が直接スタートアップの方々と接することができ、何
がその会社に必要か一緒に検討することができています。
スタートアップが成長していくためには、単に資金面のサ
ポートだけでは不十分です。その時々に必要なサポートを
行うだけではなく、その先の安定運用やコスト削減の方法
などの知見も提供する必要があります。当社からはこれま
で得てきたこうした知識や経験を伴走型でシェアする形を
とっており、システム開発のアドバイスを行ったり、サーバー
を期間限定で無料提供したりしています。
また、スタートアップからは会社運営全般からインフラやエ
ンジニアリングなどのノウハウについて相談されることも
多く、企業ごとにさまざまな関わり方をとりながら、最終

的に自走できるようなサポートを時間をかけて行ってい
ます。IT業界の発展を願う当社では、サポートを行う上で
業界の発展に貢献できそうかという視点も欠かせません。
長い視点で支援しています。
スタートアップの方々は非常に熱量が高く、課題を解決し
ようとする思いを強く持っています。当社は一方通行の支
援を行っているのではなく、彼らからも常に刺激を受けてお
り、ともに新しい価値を創造、成長するパートナーであると
考えています。

勤務地が、大阪本社、東京支社以外の社員は、この10年で
3倍以上に増えました。リモートワークにシフトしていること
も増加の理由となっています。当社ではスタートアップを熱
く支援する全国の行政と一緒になって、継続的な伴走型支
援を行ったり、地域のコミュニティーに向けたイベントを企
画したり、地域を盛り上げます。
例えば、福岡オフィスは、スタートアップ支援や地方自治体
との協働拠点として設立されたオフィスです。福岡市が国
家戦略特区の「グローバル創業・雇用創出特区」になった
ことをきっかけに、社員2名が福岡市へ引っ越し、現地の
スタートアップ事情を把握するマーケティング活動から
スタートしています。その結果、「福岡はさらなる挑戦が可
能で、もっともっと会社として成長できる」という判断で
オフィスを開設。福岡オフィス開設後、すぐにFukuoka 
Growth Next（FGN）※がスタートし、直接的にFGNの運
営を行うことになりました。開設直後から福岡発のスタート
アップ、起業家との接点を多く持っています。

社員だけでなくお客さま、パートナーの皆さまの
リアルコミュニケーションスペースとして、そして
DX人材の採用、育成の場としての活用を想定し
て沖縄DX拠点を開設します。また、学術機関と
の共同研究、相互教育やインターンシップの開
催を通じて、カスタマーサクセスに寄与するエン
ジニアの育成や新たなエンジニアの創出も実施
していきます。沖縄県は行政が積極的にIT戦略
にチャレンジしています。ともに地域の課題解決
を目指し、発展していく都市のモデルの実現に
力を入れていきます。

沖縄DX拠点　　
（2023年度内に開所予定）

Fukuoka Growth Next（FGN）

DX
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宇宙×ITで
新しい価値を
創造する

「Tellus（テルース）」

日本発の衛星データ
プラットフォーム「Tellus」

Tellus（テルース）は衛星データとITを掛け合わせた、新たな
価値を生み出すことができる日本発のプラットフォームです。
さくらインターネットでは、「宇宙×ITで新しい価値を創造す
る」というビジョンを掲げて開発・運用に取り組んでいます。

「やりたいこと」を「できる」に変え、
拡大する宇宙ビジネスをリードする

日本では農業や漁業といった1次産業での活用が多
く、Tellusを活用して赤潮を予測したり、山間部の耕作放
棄地を管理したりできるようになりました。Tellusを使って
何を実現するかは利用者次第です。誰でも気軽に利用でき
ることから、金融や不動産など多方面での活用の可能性ま
で広がっています。
内閣府は「宇宙産業ビジョン2030」の中で、2030年代初
期までに市場規模の倍増を目指していくとしています。これ
は先行する欧米の状況を踏まえたもので、今後日本でも民
間企業の参入が増えることが予想されています。当社では
Tellusの開発・運用はもちろん、クラウドなどとパッケージ
化し、衛星データを利用したアプリケーションの開発なども
行い、さらなるマーケットの拡大に貢献していきます。
また、衛星データ活用のための情報をオウンドメディア「宙
畑-sorabatake-」で発信、初心者でも楽しめるように充実

させています。一方、研究者など衛星データの有識者を対
象としたAIやプログラミングのセミナーも開催。Tellusの
活用のすそ野を広げ、誰でも使いやすいサービスとし、皆さ
まの「やりたいこと」を「できる」に変え、世の中に新しい価値
を生み出すサポートを積極的に行っています。

Tellusは政府衛星・商用衛星のデータをはじめ、衛星データを
利用した新たなビジネスを創出する環境を提供しています。
例えば、衛星データ解析のためのクラウドなどのインター
ネットインフラ、衛星データ活用のためのトレーニングおよ
びデータ分析コンテストなどの教育コンテンツ、Tellusの
取り組みや衛星データの活用事例を紹介するオウンドメ
ディアなどの機能です。
Tellusの画期的なところは、個人でも研究者でも誰でも気軽
に衛星データを扱えるようになった点です。衛星データの容
量は非常に重く、これまではパソコンに数時間かけてダウン
ロードし、そこから目的に応じてさらに数時間かけて解析を行
うものでした。高い専門性や高価な処理設備・ソフトウエア
が要求されることから、利用は限定的な状況でした。そこ
にTellusが登場し、一連の動作がクラウド上で可能となり、
気軽に衛星データの利用ができるようになったのです。

人工衛星から得られるデータ。広域のデータを
取れることから、地上データなどを掛け合わせて
さまざまな活用ができます。農業や漁業など1次
産業の分野では特に利用しやすく、農作物の旬
の予測や赤潮の予測などが可能になりました。
金融、不動産など多方面の分野での活用も期待
されています。

衛星データとは？

Tellusの由来 : Tellus(テルース)という名は、ローマ神話に
登場する「大地の女神」にちなんで命名しました。衛星データ
の利用を通じて、「我々が生活する地上により豊かな未来を
創り出したい」という願いを込めています。

Tellusの由来 : Tellus(テルース)という名は、ローマ神話に

DX
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「さくらのクラウド」の誕生に貢献
当社のサービス「さくらのクラウド」は研究所の研究成果
の一つです。研究所は開発現場を離れたたった1名のエン
ジニアからスタート。ほどなくして仲間が3名加わり、「人
がやらないことをやろう！」と新技術や新分野の知見を深
めるべく勉強会を行ったり、それぞれ興味を持った分野の
研究に没頭したりしていました。その内容はサーバーやネット
ワーク、ストレージ、当時はインターネット界隈とは遠い技術
をインターネット通信に持ち込むことなどを行っていたの
です。そのとき、クラウドをサービス化する案が当社で浮
上しました。本来、こうした開発は開発部門が行うことで
あるものの、開発部門は他のサービス開発で手一杯、その
任務を負ったのが研究所でした。偶然にも、先ほど触れた
各研究員の興味がクラウドの元となるものであったため、
開発には多くの時間を必要としませんでした。サービス化
に着手してからはスピード感を持って対応、他部署からプ
ログラミング開発の協力を得て、2011年に「さくらのクラ
ウド」は誕生しています。

「面白そう！」を
突き詰める
さくらインターネット
研究所
さくらインターネット研究所は、まだIT企業の組織内研究所
が珍しかった2009年に「インターネット技術に関する研究
を行い、成果の発信と利用を通じて社会と会社に寄与するこ
と」を目的として設立されました。インターネットに熱意を持
った個性的な研究所員が当社の成長、そして社会全体に寄
与すべく活動しています。

 ITの未来を研究する

クラウド全盛の今、研究所では現在のデータ
センターの構造は数年後に限界に達すると
考え、新たなデータセンターの形を研究して
います。それが「超個体型データセンター構
想」です。
これからは、エッジ・コンピューティングによる
半集中の階層構造を利用しつつもさらに分散
化が進み、あらゆるデバイスや場所にデータ
センター的な機能が溶け込んでいくと予測。
各コンピューティングは独立した個体として
機能しながらも、総体としては統率されてい
るように見え、小・中規模データセンターが
ハブとなって、結果的に全体がうまくつなが
る構成となります。その様は「分散された個
体」と「集中する各個体が群体を成す」“超個
体的”と捉えられ、各コンピューティングが自
律的に分散と集中のハイブリッド構造をとる
ような環境を「超個体型のデータセンター」と
定義しています。

研究テーマの決め方とは？
研究員は新たに研究テーマを検討する場合、研究所のビジ
ョンに沿って研究を進めています。ただし、ビジョンについ
ては、尊重しても強いることはなく、個々が「やりたい！ 」
「面白そう！」と思うことを積極的に取り組んでいます。
研究所員が好きで研究していたことが結果的に「さくら
のクラウド」につながったように、先を見ながら、たくさ
ん研究の選択肢をためておき、必要なときに活用できる
ことを大切にしています。

研究室を活気づける多彩なメンバー
2009年に1名でスタートした研究室は、現在12名が在籍。
研究成果は論文にして積極的に発信しています。それぞれ
異なる分野に強みを持ち、設立当初からの各研究員の興味
を追求するという姿勢は変わりません。個性が光るメンバー
が多く、他社の研究所と掛け持ちで活動する業界で有名な研
究者や、東日本大震災を機に一度消防士として活動した

※サービスやシステムの運用をよりよくしていくための考え方、その業務
にあたるエンジニアのこと

選
択

多
様
性

研究者、SRE （Site Reliability Engineering)※の権威
もいます。研究所員たちは週1回のオンラインミーティン
グで活動報告を行い、お互いに研究を共有しています。

研究所の役割

インターネットの進化

さまざまなアイデア

DX
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࣍ੈ代の
I5ਓࡐを૑ग़する、
ҭ෼໺でのڭ
取り組み

ʮプϩグラϛングのָしさを஌り、高いI5スキルを਎にண͚て
社会で׆༂して΄しいʯͱい͏ࢥい͔ら、さくらインターネット
では、ࢠͲもたͪ΍ֶੜをର৅にI5ڭҭを行っています。高い
スキルを持ったI5ਓࡐのෆ଍͕社会全ମの՝୊ͱなっている
த、কདྷのI5ਓࡐ૑ग़に向͚た取り組みにもなっています。

KidsVenture

やプログラϛングに৮れるきっか࡞޻ࢠどもたちに電ࢠ」
けを与えたい」というࢥいで当社をؚめた6社で運営す
る「KidsVenture」。主なワークショップの内容は、 
IchigoJam※というプログラϛングઐ用のࢠどもύソ
コンをはΜだごてを࢖って組み立てる電࡞޻ࢠと、組み
立てたIchigoJamを࢖ったゲームプログラϛングです。
1年ੜから6年ੜのখֶੜが対象ということもあり、ࢀ加

ԉϓϩδΣΫトࢧ専ߴ

全国の高等ઐ門ֶߍ（高ઐ）のֶੜ向けにڭҭ支援活動
をしています。当社では10年以上前から「全国高等ઐ門
を行っており、高ࢍプログラϛングコンテスト」に協 ߍֶ
知高ઐでは当社のサービスを࢖ったハンズオンも実施。ֶ
ੜが࠷初に৮れるITプラットフΥームとなっています。
次世代のIT人ࡐ創ग़にݙߩすべく、さらなるバックアップ
をݕ౼しています。

ԉࢧҭコϛϡχςΟڭ・ߍֶ

「さくらのֶߍ支援プロジェクト」として、北海道石狩市内
のখֶߍで行った特ผत業を経て、現在はຽؒ企業にお
けるֶߍ支援のڀݚと情報発信を行っています。ྫ え͹、
全国200か所以上にあるࢠどものための非営利プログ
ラϛング道場「CoderDojo」に「さくらのクラウド」を無
ྉ提供、クリエイティブに特化したスクール「デジタル
ハリウッド」のֶੜへレンタルサーバーなどのֶशڥ؀
を無ྉ提供、テクϊロジーとデβイン、起業Ոਫ਼ਆを一度
にֶͿ「ਆ山まるごと高ઐ」へ企業൛;るさとೲ੫を用いた
ҭ関連国際会ڭ、付د （ٞWCCE）に協ࢍを行うなど、ֶ श
ҭ関連のコϛュニティー、およڭ、の向上を目指してڥ؀
び特定のֶߍにग़資や協ࢍなどを通じた支援を行っていま
す。プログラϛングڭҭのී及啓発についてޭ績が認めら
れ、令࿨3年度Պֶٕज़෼໺のจ部Պֶ大ਉ表জ（理ղ૿
進部門）を受৆しました。

するࢠどもたちの理ղ力もさま͟ま。
「KidsVenture」では、ࢠどもたちのؤுりを見守り、
ときにサポートを行いながらࢀ加者全員がָしめるよ
うに๞きない޻෉をして進行しています。

˞IDIJHP+BNはࣜג会社KJH�KQのొ࿥঎ඪです。

%9
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IoT向けSIMや
プラットフォームで
社会のDX実現に
貢献
さくらインターネットでは、誰でも手軽にIoTを実現できる社会
を目指してIoTに特化した事業部をつくっています。主に法人へ
向けたサービスの提供や開発を行いながら、着実に社会全体の
DXに貢献できる道を進んでいます。

IoT向けのSIMや
プラットフォームを開発
さまざまなモノを結ぶIoTを実現するためには、いくつもの
分野の専門技術や知識が必要なだけでなく、全体を通した
知見も必要になります。当社にはハードウエア（電気設計、
部品選定など）、通信（通信回線選定、ネットワーク開発な
ど）、ソフトウエア（ネットワーク設計など）の各分野の専
門性を持ったエンジニアに加え、複数分野で幅広い知識を
持ったエンジニアがおり、多方面にわたるお客さまと直接
対話することで市場のニーズを正確に把握し、提案へつな
げています。

仕様がオープンだから、
プロダクトが広く利用される
こうした市場のニーズを把握しお客さまにご提案を続けた
ことで生まれたのが、IoT向けのモバイルネットワークサービ
ス「さくらのセキュアモバイルコネクト」、IoT構築を楽にする
プラットフォーム「さくらのモノプラットフォーム」です。IoT部
門では、サービス化においてフルカスタムで一から開発し
て1社に納品するのではなく、多くのケースに対応する仕様
を検討して開発にあたります。

「さくらのセキュアモバイルコネクト」と「さくらのモノプ

誰もが簡単にIoT、
DX化できる社会へ

や、専門知識を持ったエンジニアがいる企業へ主にサービ
スを提供しています。そして、IoTの開発者が集まるイベン
トでの登壇や、積極的に自社サイトなどで事例を公開し、さ
らなるIoTの普及に努めています。今後、サービスの幅を一
層広げ、改良を繰り返し、近い将来、IoTの知識や技術がな
い企業や個人でも簡単に当社のサービスを使って、手軽に
IoTを実現し、DX化できるよう目指しています。

現在、当社では社会インフラなど大規模なIoT化への適用

さくらの持つ技術や知見

ハードウエア（電気設計）

通信（通信回線選定）

ソフトウエア（ネットワーク設計）

全体の知識

たくさんの人が
カンタン・ラクに
IoT・ DXを実現
できる社会へ

市場ニーズ
の把握

開発

さくらのIoTが目指すこと

提供数を増やす
ことで低価格

汎用性の高い
サービスをつくる

ラットフォーム」は、お客さまが必要とするマニュアルやアプ
リケーション例、動作確認済みデバイスなどの設計情報を
積極的に公開しています。より広い業界やより多くの方に
使っていただけるよう情報をオープンにすることで、お客さ
まのサービス検討や導入のしやすさに結びつけています。

DX
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日本全体のDX推進を目指す

スタートアップのDXに貢献

リーガロイヤルホテルなどを運営する株式会社ロイヤルホテルと当社は、社員がお互い
の会社へ出向する人材交流を行っています。当社にとっては、ロイヤルホテルのホスピ
タリティを学ぶことで、自社のCS （Customer Success） の向上と、これまで以上の社
会的ニーズに合うサービスの創出を目指せるメリットがあります。一方で、ロイヤルホテル
は、クラウドコンピューティングサービスを含めたITスキルを学ぶことで、DXの推進を目
指しています。人材交流では、異なる環境での仕事を経験できるだけでなく、外部の人材
と一緒に働くことにも価値があると考えます。社内文化が異なる人材から刺激を受け、自
分たちの仕事に対する価値を再認識し、視野を広げることにつなげています。

スタートアップ企業を支援する当社は、2022年に株式会社sketchbookの「『子ども』と
『子どもに関わるすべての人』をHAPPYに！」というビジョンを実現するため、アドバイザ
リー契約を締結しました。株式会社sketchbookは、保育の現場効率化を図り、新たに創
出した時間を使って子どもたちと向き合える、やりがいの得られる環境づくりを提案して
いる企業です。
具体的な支援として、サービスの開発とエンジニアリング組織の構築や「ITインフラの設
計」「開発サイクル、DevOpsなどのソフトウエア開発手法」「エンジニアの採用および組
織構築」のアドバイスを行っています。今後も「やりたいこと」を「できる」に変えるというビ
ジョンのもと、熱量を持って挑戦する人々を支援し、社会全体のDXへ貢献していきます。

人材交流は、業界の活性化にもつながります。当社代表の田中が会長を務める一般社
団法人ソフトウェア協会（SAJ）でも、社外のコミュニティーや団体との交流を推奨して
います。交流が活発に行われることで、クラウドビジネスやデジタル化に挑戦したいさ
まざまな企業を支援するきっかけにもなります。日本ではIT企業以外においてIT人材が
少なく、外部発注に頼らざるを得ない状況が続いていることもあり、これらの活動が課
題解決に通じると考えています。そして、日本全体のDX推進に寄与していきます。

相互出向でともに成長

人材交流や
アドバイザーとして
視野を広げる
相互出向やアドバイザーとして異なる業界の企業と交流を持ち、
さくらインターネットの持つ知見を提供しながら
新たに社内の活性化へもつなげています。

新たな価値の創造

ユーザー
企業

当 社

伴走・支援

DX
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۩体的な取り૊Έ
ʕ࣮ྫの͝঺հʵ

お客さまと対࿩を重Ͷて本当の「やりたいこと」を見いだし、インターネットとともに՝୊をղ決。
目の前の成ޭはもちΖΜ、おޓいのビジョンをޠり合いながらະདྷを開୓していきます。
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ネットスター株式会社

対象サービス概要 

フィルタリング製品
インターネット上の有害なサイトをブロックする企業や学校向
けのフィルタリングソフト。いつ、誰が、どこから、どのデバイス
を使っても安心安全なクラウド型のサービスです。

導入事例

企業や子どもたちをWebフィルタリングで守る

「さくらのクラウド」 が支える
インターネット上の安全性
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自社サービスのクラウド化をݕ౼
「さくらのクラウド」をબΜだ理༝はʁ

໼ᖒ ネットスターさまは今「さくらのクラウド」を利用してく
ださっています。本格的に当社のサービスをご利用くださっ
た経Ңをڭえてください。

荒川さま  もともと、社内の開発用్で「さくらのVPS」とか
「さくらのレンタルサーバ」を利用していました。それから、∁
ຯڵさΜにあるٕज़交ྲྀ会でお会いしたことでクラウドにڮ
がΘいて、いつか利用してみたいなとはࢥっていました。そし
て、時代がどΜどΜྲྀれてクラウド全੝になり、ΘれΘれもク
ラウドサービス化していかなきΌいけない、ってなったときに
બ୒ࢶとして「さくらのクラウド」がग़てきたΜです。

ݕたしか、2015年ぐらいでしたͶ。クラウドの利用を  ڮ∁
౼しているっていうことで、当社でステージングڥ؀からご
Ҋ内しますというのが࢝まりだったهԱがあります。

ٕ・成長するサービスを、 さくらの人ٸ ज़と連ܞ
してさらに加଎

໼ᖒ     当社の営業担当は、そうした部෼をؚめてどΜなこ
とをҙ識して取り組Μだのでしΐうか。

ݩ౻ で利用いたߍ社のフィルタリング製品は企業やֶޚ
だいているので、その時ؒଳは特に໰୊を起こさないように

໼ᖒ   「さくらのクラウド」をબΜでいただくにあたり、比ֱ
などされたのですかʁ౼ݕ

荒川さま 2ʙ3社で比ֱݕ౼しました。ΘれΘれも本格的
なクラウドサービスを࢝めるのはその当時初めてだったΜで
す。それまでさくらさΜのサービスを利用して、ٕ ज़的に໰୊
がなかったというのと、ΘれΘれもお客さま向けサービスを
開発しているので、クラウドのඅ用をどうしてもサービスの価
格にసՇしなきΌいけない。「さくらのクラウド」は、コストメリ
ットがग़しやすいとこΖがબ୒ポイントでした。おか͛で、お
客さまにリーズナブルな価格で提供できています。

໼ᖒ  ޚ社が開発されているフィルタリング製品は、จ部Պ
ֶলの(I(Aスクール構૝※1もあり、サービスが成長してい
る࠷中だとࢥいます。その中で「さくらのクラウド」を利用い
ただくにあたり、޻෉がඞ要な఺などあったのでしΐうかʁ

荒川さま クラウド化したときのಋೖはスムーズだったのです
が、ٸにサービスが成長し、スケールアップするときは大มで
した。スケールアップと৑長性、安定性と安全性ですͶ、やは
りお客さまからのお໰い合Θせが一番多いとこΖなので。

するのがまͣ大前提です。今は運用໘でԿかあったらすぐ連
བྷを取れる体制を築いています。また、サービス໘では開発の
方とີに連བྷを取り合える状況にしています。万が一は起こら
ないとは限らない。だからこそ、日々の連ܞをີに行うことを
大切にしています。

はΘれΘれが஫力しないといけないとこܞこうした連  ڮ∁
Ζで、社内のクラウド事業を提供している部ୂもすぐに動け
るようにしています。

荒川さま   ֶੜやおࢠさΜがत業で࢖うサービスなので、
ྫえ͹ো害が起きるとत業が止まってしまいますよͶ。৑
長化して備えることは特に重要なポイントだとࢥっています。

「さくらのクラウド」を利用するにあたり、もともと東京、石
狩の各リージョン内でいいのではとࢥっていましたが、Ϣー
βーが૿えたらそうもいかͣ、やはり拠఺はෳ数にするඞ
要がでてきました。この఺は特にさくらさΜに相談にのって
もらいましたͶ。

プロジェクトの֓要をฉいて、2か月ぐらいかけて要   ݩ౻
件とか༷࢓を決定しました。現在、サーバーは東京と石狩の
すべてのリージョンで構成しています。༷࢓決定後、ネットス
ターさまはঃ々に構築をされて、൒年ぐらいでスケジュール
通りにಋೖがऴΘりましたͶ。つくりग़したら一ؾに、しかも
ਖ਼確に取りかかってૉ੖らしいなとࢥいました。

ネットスター　取締役　 荒川 ༃章 さま

ネットスター株式会社（以Լ、ネットスター）のフィルタリン
グ製品は、サービス開࢝時から「さくらのクラウド」をご利
用いただいています。インターネットを安全に利用したい
企業、ֶ 用され、サービスは成長。現在࠾などで多くߍ
はࡂ害やো害時の安全にも備えて、当社の拠఺をෳ数
ご利用いただいております（東京・石狩リージョン）。ネッ
トスターより荒川༃章さま、当社の∁ོڮ行、౻ݎݩ一、
また໼ᖒਖ਼人がフΝシリテーターとして、「さくらのクラ
ウド」の利用にいたった理༝から、利用したײ૝、কདྷの
展๬をおฉきしました。
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してくださり、そこが一番大きなメリットです。あとこれは現
場からฉいている࿩ですけど、さくらのօさΜはٕज़にৄし
く、エンジニア的な会࿩が非常にしやすい。うちは開発に特
化した会社ということもあり、エンジニアが外部の方とଧち
合Θせします。当社の相談をその場でղ決できるのが非常に
ラクというか、ここがૣく進む理༝でもあります。

໼ᖒ    ありがとうご͟います。これは当社でも஫力している
とこΖなのでうれしいですͶ。エンドϢーβーؚめて、Կか੠
をฉくことはあるのでしΐうかʁ

໼ᖒ   「さくらのクラウド」をご利用いただき、得られた効果
はいかがでしΐうかʁ

荒川さま    いΖΜな見方があるかもしれないですけど、ਖ਼
௚ݴうとクラウド事業者は数多くあり、オンプレϛス※2から
クラウドに移行する効果も同じかなとࢥっているΜです。で
もさくらさΜのサービスを利用した一番のメリットは、こうい
う;うにີなコϛュニケーションが؆୯に取れるっていうと
こΖです。ࠔったときにฉけ͹すぐ౴えてくれるのが一番か
なとࢥいます。無理೉୊にもさま͟まな可能性を考えて提Ҋ

荒川さま  お客さまは、特にこの2ʙ3年で特にサービスの
安全性について೺Ѳしておかないとならないという考え方
にมΘってきているようです。当社のフィルタリング製品は
෯޿い方にご利用いただいているので、セキュリティ関係
のニュースなどが世ؒで࿩୊になると、お໰い合せが૿え
ます。それだけ、安全性は特に重ࢹされているとײじます。

もっとٕज़をみがき、ڭҭ̫ ITの発展にݙߩしたい

໼ᖒ     ࠷後に྆社の展๬をそれͧれฉかせてください。

荒川さま   まͣは今利用している「さくらのクラウド」を安定
運用、そしてスケールアウトをしていくというのがۓ٤の՝୊
ですので、そちらを一ॹに取り組Μでいきたいです。྆ 社のڧ
みをੜかしてご一ॹできることは多いとࢥっています。今、海
外事業にも取り組Μでいまして、さくらさΜも海外に行くなら
ͥͻお知らせください。

たちも海外のリサーνはͣっとしているΜでࢲ実は     ڮ∁
すよ。今度、日を改めてもっとڭえてください。あと、インター
ネット上の安全性についてݴうと、まだまだ日本ではやらな
くてはいけないことも多くて、そうした活動もご一ॹしたい
ですͶ。ޚ社のサービスはڭҭ෼໺でも޿く活用されている
ので、ֶ ߍ̫ ITでD9化へのνャンスがあるΜじΌないかと。

荒川さま  そうですͶ。Θたしがڭҭ関係のϢーβーからฉ
くのは、օさΜD9を進めた方がいいとはࢥっている。だけ
ど、その෼の負担がかかるのは現場のઌੜなΜですよͶ。
いっͺい機ثをೖれても保守運用するのがઌੜだったり
する。その໰୊がクリアできると、多෼一ؾに進むΜじΌ
ないかなとࢥいます。

ネットスター株式会社
౦ژ౎۠ߓനۚ୆��2��0 നۚ୆ビル�'

業಺༰ɿ63-ϑィルタリング、および情報セキュリティࣄ
ؔ連੡඼・サービスの։ൃ

Ξルプス システム インテグレーシϣン	"-SI
のグルー
プ会社。ا業、ެ׭ி、ڭҭؔػでଟ਺の࣮績͕ある
8FCϑィルタリングサービスの։ൃを行͏。

ҭの現場でしっかり対応できる状ଶをつくるのڭ     ڮ∁
か、もしくは外部からϔルプをするのか、そういった࢓組みづ
くりはやっていけると໘നいのかなとࢥいますͶ。

ҭというキーワードは確かに໘നいですͶ。Θڭ、ߍֶ  ݩ౻
たしはֶߍのઌੜやࢠどもたち、ֶ ੜにはもちΖΜ、保護者
に向けてもフィルタリングの重要性を఻えたい。フィルタリン
グサービスはもう本当に定ணさせないとならないものだと
っています。本日のお࿩で、当社のサービス提供に関してࢥ
改めて安全、安৺にご提供しなくてはとؾが引き締まりまし
た。

໼ᖒ    ޚ社も当社もڭҭやITを担うようなソリューション
を࣋っているので、これからもおޓいに切᛭ୖຏしながら向
上して、人や社会に役立つ活動を目指していきたいですͶ。 

（取ࡐ日：2022年12月6日）

※１ 2019年に開࢝された、全国のࣇಐ・ੜె1人に1୆のコンピュータ
ーと高଎ネットワークを整備するจ部Պֶলの取り組み
※２ サーバーなどを自社施設内で管理運用すること

ネットスター　取締役　荒川 ༃章 さま （ࣸਅ中央ࠨ）　
さくらインターネット　CS本部  営業部　部長　໼ᖒ ਖ਼人 （ࣸਅࠨ）ʗࣥ行役員　∁ڮ ོ行 （ࣸਅ中央ӈ）ʗCS本部  営業部　リーダー　౻ݎ ݩ一 （ࣸਅӈ）



38さくらのレポート  2023

HENNGE 株式会社

導入事例

お客さまの大切な情報を確実に届ける 

メール配信事業に 「さくらのクラウド」
が選ばれた理由

対象サービス概要 

「Customers Mail Cloud」
ユーザーに届けたい通知メールを高い到達率で配信する 
ことができるメール配信サービス。クラウドを利用して簡単、確
実にメールを送信することが可能です。
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企業とお客さまをつな͛る
電ࢠメールの確実性と重要度

໼ᖒ　HENN(Eさまのメール配信事業について、2000年
のサービス開࢝当時をৼりฦっていただきながら特長をڭ
えてください。

本さま　事業の開࢝当時は、セールスメールをお客さまにٶ
ૹることがそのまま売上向上につながる時代でしたので、ॱ
調に೾に৐ることができました。

大ٱ保さま メール配信とݴっても、当時から用్はさま͟
まですが、キャンϖーンメールなどのマーケティングやセール
ス支援にڧみを置いている企業が多かったとࢥいます。

໼ᖒ  確かに当時のメール配信はૹることに主؟を置いてい
るとこΖが多く、その中で高଎配信や価格といったࠩผ化も
ग़てきましたが、付加価஋で考えると成ख़さはなかったとࢥ
います。

大ٱ保さま そうですͶ。その中で、本当に大事なメールと
はԿだΖうと考えた結果、同時に当社ならではのڧみも見
つけました。BtoC事業を運営している企業はԿඦ万人とい
うސ客がおり、しっかりとコϛュニケーションとることが求め
られます。しかし、現在でも一੪に情報をૹる手段は電ࢠ
メールしかありませΜ。ྫ え͹、クレジットカード会社は月
に1度、ご利用໌ࡉ確定メールをඞͣૹっていますが、これ
がಧかないとクレジットカードの利用者はいつ੥求が確定
したのかがΘからない。大事な情報を確実にお客さまにಧ
けることがԿよりも求められます。当社はそういった企業と
お客さまをつなぐデジタルコϛュニケーションの確実性を提
供しようと考えました。

໼ᖒ  なるほど。メールが確実にಧくඞ要性・重要度の高さ
がΘかりました。一方で、メール配信を行う企業の担当の方
が、ඞͣしもこうした࡞業が得ҙとは限らないですよͶ。

大ٱ保さま　ITサービスやテクϊロジーは೉しいとࢥΘれ
ԕされがちです。だからこそ、安全にそして؆୯に、୭もܟ
が利用できるサービスをつくることを目ඪにしています。

メール配信サービスに
「さくらのクラウド」をબΜだ理༝はʁ

খਿ 2017年に当社にご相談いただき、2018年にサー
ビス基盤の実૷とݕ証を「さくらのクラウド」でスタートしま
したͶ。

大ٱ保さま さくらさΜは、サーバーとネットワークにڧい
というҹ象は࣋っておりました。「さくらのクラウド」をબ
୒したのはいくつかの理༝があります。一つはIPアドレ
スを安定的に調ୡできること。もう一つはしっかりとした
レピュテーションのあるIPアドレスであるとこΖです。ISP
各社はૹ信ݩのIPアドレスを日々レピュテーションしてい
ますし、ࢲたちもサービスを提供するにあたり、セキュ
リティの໘からもサービス全体に大きなӨڹがݒ೦され
るIPアドレスをシェアする方法ではなく、࢖用者ごとにઐ用
のIPアドレスをお౉しして運用いただく手法をとっています。
そのため、サービスの成長に合Θせてઢܕ的にIPアド
レスがඞ要になり、信པできるIPアドレスを安定的に
調ୡできるさくらさΜをબ୒しました。

保さまはインフラストラクνャーに関する知識とٱ大  ڮ∁
知見がਂいですͶ。

HENN(E株式会社（以Լ、HENN(E）の 「Customers-
Mail Cloud」 では「高い౸ୡ率」「高い可用性」「高いセ
キュリティ」をコアバリューとしたメッセージングプラットフ
Υームをお客さまに提供しています。クラウドは「さくらの
クラウド」の東京・石狩リージョンをご利用いただいてお
ります。HENN(Eのٶ本࿨໌さま、大ٱ保ਖ਼博さまに

「さくらのクラウド」をબ定された理༝や、利用してみたײ
૝、そして௥加してほしい要๬や今後の展๬を当社の
。行、໼ᖒਖ਼人、খਿ༸༎がおฉきしましたོڮ∁

大ٱ保さま メーカーから機ࡐをߪೖして自෼たちでセッテ
ィングした経ݧもあるので、その時に得た知見はIaaSのબ
定にも役立っていますͶ。۩体的には、クラウドサーバーを
利用する場合、ো害はඞͣ起こるものとして考えて構築する
ことが前提だとࢥっています。だから、1拠఺ではなく、2拠
఺で構築した方がྑいですし、加えて、国内にサーバーを
設置したいというお客さまからのご要๬をいただくことも
あります。さくらさΜが東京都と石狩市、国内2拠఺で展開
されているのは大きなポイントになりました。

HENN(E　メッセージング・ビジネス・ディビジョン ディビジョン統括
大ٱ保 ਖ਼博 さま

HENN(E　代表取締役෭社長　ٶ本 ࿨໌ さま
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খਿ クラウドサービスはブラックボックスになりがちなと
こΖですから、当社ଆの対応の時に、できるだけエンドϢー
βーの方々にごઆ໌いただけるように৺がけています。そ
こが఻Θっているのは本当にخしいですͶ。ではٯに、求め
る機能といった໘で要๬などはご͟いますか。

大ٱ保さま そうですͶ。実はࢲたちのサービスは、খさ
なインスタンスをͻたすらԣにฒべてスケールアウトして
いくという構造をとっていますから、スϖックのࢹ఺からは
՝୊を経ݧせͣに事業を大きくできています。一方で、՝
୊になってきているのがセキュリティ対応です。さくらさΜ
でもࢲたちの目に見えないとこΖで、さま͟まなアタックを
ःஅされているとࢥいますが、IDS/IPS※などのネットワーク
レイϠーのセキュリティを要求されるケースも૿加してい
ますのでマネージドサービスがཉしいですͶ。

エンジニアがؾ軽にࢼせる
νャレンジングなڥ؀を

খਿ　࠷後にฐ社のクラウドを利用して実現したいことや、
取り組Μでいきたいことなどの展๬をお࿩しください。

本さま　そうですͶ。ネットワーク業界はٕज़革新も多ٶ
く、5年後、10年後にԿがྲྀ行っているのか༧૝がつきま
せΜ。なので、ؾ軽にࢼせる、調整できるڥ؀が大事だと考
えています。国内にそのڥ؀があるとྑいなとࢥっていま
す。国内に拠఺のあるさくらさΜの方が、ڥ؀としてはध要
があるのかなとࢥっています。

ڮ∁ たしかに。その一方で、日本のネットワークのクラウド
化はまだまだ஗れています。今後の海外からのྲྀೖを考えると

サーバーを当たり前にストレスなく
利用できることのありがたさ

໼ᖒ બ定いただいた理༝をお࢕いしましたが、実際に「さくら
のクラウド」を利用されたײ૝もڭえていただけますか。

大ٱ保さま  利用期ؒは໿3年ؒですが、「さくらのクラウ
ド」で実ײしたྑさは安定ײとサーバー性能です。さくらイ
ンターネットさΜは非常にݎ࿚なバックボーン回ઢと޿い
ଳҬを࣋っていますから、ネットワークに安৺ײがあります
し、当社はシステム構築にTerraGormとAnsibleで自動化
していますので、TerraGormのプロバイダーがちΌΜと提
供されているのはとてもありがたかったですͶ。
実は、他社のクラウドもࢼしたことがありますが、動࡞にもっ
さりとした重さをײじ、レスポンスのҧいやࠩҟは໌確にあ
りました。やはり、セットアップもؚめて、1時ؒほどでお客
さまに本番ڥ؀をおಧけしたいですし、そのようなڥ؀を
つくれ、ストレスなく利用させていただけているので、ँײ
しています。

ありがとうご͟います。「さくらのクラウド」の力をೖ　ڮ∁
れているとこΖなので、ྭ みになります。

大ٱ保さま あとは、システムো害に対する姿勢は見शう
とこΖがあるとࢥっています。ࢲたちのサービスも常にお客
さまと向き合Θなけれ͹ならないのですが、ITサービスを運
営している以上、一定のো害は防͗きれないものがありま
す。さくらさΜは、事象と原Ҽ、対応方法をਖ਼௚にごઆ໌い
ただけているので安৺ײがありますし、ো害が起こらない
ようにすることも前提として大切ですが、起きてしまった際
の対応や報告での੣実さは信པにつながります。

ここをνャンスとଊえて、当社でも日本国内にある2拠఺を大き
な一つのプラットフΥームとして࢓立て上͛るなど、価஋を࠷大
限に発揮できるようにすることも大事だと考えています。

大ٱ保さま  今後、গࢠ化でエンジニアの数は減গしなが
らも、D9を目指したध要は૿加していくとࢥΘれます。そ
のٕज़的支援をいΖいΖなܗでしていきたいというのが今
考えている展๬です。

ڮ∁ デジタルの力は༧ଌࠔ೉な時代だからこそ重要にな
るとࢥいます。こうした時代をڧくたくましくָしΜでいけ
るようなύートナーシップをޚ社と築いていけたらとࢥって
おります。ͥ ͻ、今後ともよΖしくおئいします。本日はあり
がとうご͟いました。

（取ࡐ日：2022年12月14日）

※ ネットワーク/サーバーへの不ਖ਼アクセスをݕ知・防ޚするシステム

HENNGE株式会社
౦ژ౎ौ୩۠ೆฏ୆ொ��൪2�߸
%BJXBौ୩スΫΤΞ

業಺༰ɿʮテΫϊϩジーのղ์でੈのதをม͑ていࣄ
くʯをཧ೦に、テΫϊϩジーͱ࣮ݱのؒのΪϟップをຒ
めるಠࣗのサービスを։ ・ൃൢ ച。

SBBS認証ج൫（I%BBS）ʮ)&//(&0OFʯをは͡め、
Ϋラ΢ドܕメール ഑ ৴サービスʮ $ V T U P N F S T M B J M 
$MPVEʯなͲを։ ・ൃൢ ച。

さくらインターネット（ࠨから）  CS本部 営業部　部長　໼ᖒ ਖ਼人ʗࣥ行役員　∁ڮ ོ行ʗCS本部 営業部　リーダー　খਿ ༸༎
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